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新
潟
教
区
法
要
委
員
会
が
発
足 

 
本
願
寺
で
は
二
〇
二
三
（
令
和
五
）
年
に
「
親
鸞
聖
人
御
誕

生
八
五
〇
年
・
立
教
開
宗
八
〇
〇
年
慶
讃
法
要
」
が
営
ま
れ
ま

す
。
新
潟
教
区
で
は
、
こ
の
法
要
を
お
迎
え
す
る
に
あ
た
り
、

「
新
潟
別
院
再
建
二
〇
年
」
を
併
せ
た
法
要
に
向
け
て
「
親
鸞

聖
人
御
誕
生
八
五
〇
年
・
立
教
開
宗
八
〇
〇
年
慶
讃
法
要
新
潟

教
区
推
進
委
員
会
」（
以
下
法
要
委
員
会
）
が
発
足
し
ま
し
た
。 

 

法
要
は
二
〇
二
二
（
令
和
四
）
年
十
月
二
十
二
日
（
土
）・
二 

 

  

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
法
要
委
員
会
に
、
法
要
の
予
算
や
参
拝
調
整
等
を
協
議
す
る｢

総

務
部｣

、
法
要
で
依
用
す
る
作
法
や
習
礼
等
を
協
議
す
る｢

法
要
部｣

、
法
要

の
際
に
開
催
す
る
行
事
に
つ
い
て
協
議
す
る｢

行
事
部｣

、
法
要
の
冊
子
の

作
成
や
教
区
報
に
情
報
を
広
報
す
る｢

広
報
部｣

の
四
つ
の
部
門
が
設
置
さ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。 

 

教
区
報
「
遠
慶
」
で
は
、
慶
讃
法
要
の
進
捗
や
詳
細
等
を
掲
載
し
て
い

き
、
慶
讃
法
要
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

 

岩 佐 善 静 教務所長 輪番

＜参与＞

三条組 僧 黒 田 玲 福勝寺 宗会議員 責任役員

元上組 門 中 静 幸 治 明鏡寺 宗会議員 責任役員

法要委員長 僧 上 戸 聰 隆 泉 寺 教区会議長 責任役員

副委員長 門 池 田 昭 治 圓 光 寺 副議長、門総会長 責任役員

＜法要委員＞

組名 僧門 名　　前 寺号 教区役職 別院役職

門 黒 川 裕 士 光 源 寺 教区会議員 総代

僧 前 波 有 基 長 明 寺 組長 総代

僧 小 川 一 幸 了 覚 寺 教区会議員

僧 藤 井 哲 雄 西 福 寺 組長代表 総代

門 穂 積 弘 子 西 楽 寺 仏教婦人会連盟

僧 鷲 尾 純 一 託 念 寺
教区会議員

保育連盟理事長

僧 大 岩 裕 志 善 行 寺 組長

僧 皆 川 賢 一 西 福 寺 教区会議員

門 皆 川 静 男 西 福 寺
教区会議員

（常備会員）
総代

僧 山之内浩乗 長 念 寺
組　長

実践運動副委員長

僧 上 山 善 英 勝 誓 寺 教区会議員

僧 上 山 宏 淳 勝 圓 寺 組長

僧 片 山 信 威 信 生 寺
教区会議員

（常備会員）
総代

僧 川 井 善 樹 圓 満 寺 組長

僧 本多千重子 照 覚 寺 寺院女性会連盟

僧 井 上 慶 永 妙 光 寺
教区会議員(常備会員)

実践運動副委員長 総代

門 八 百 板 徹 安 養 寺 教区会議員 総代

僧 阿 部 慶 剛 長 嚴 寺 組長

元上組

三条組

地蔵堂組

新潟組

巻組

新潟教区法要事務所　法要委員会組織

＜事務所長＞

法要事務所長

＜法要委員会 正・副委員長＞

与板組

長岡組

十
三
日
（
日
）
の
二
日
間

に
わ
た
っ
て
修
行
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
。 

法
要
委
員
会
委
員
は
、

教
区
会
議
員
・
新
潟
別
院

責
任
役
員
・
総
代
・
各
組

長
・
教
化
団
体
・
各
種
団

体
代
表
者
か
ら
選
出
さ
れ

た
二
十
三
名
で
発
足
し
、

委
員
長
に
上
戸
聰
さ
ん
、

副
委
員
長
に
池
田
昭
治
さ

ん
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
参
与
に
は
宗
会

議
員
の
黒
田
玲
さ
ん
と
中

静
幸
治
さ
ん
に
就
任
し
て 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

.  

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

っ
た
こ
と
も
含
め
、
反
省
し
て
お
り
ま
す
。 

「
十
方
微
塵
世
界
の 

念
仏
の
衆
生
を
み
そ
な
は
し 

摂
取
し
て
す
て
ざ
れ
ば 

阿
弥
陀
と
な
づ
け
た
て
ま
つ
る
」（
浄
土
和
讃
） 

阿
弥
陀
さ
ま
は
、
世
界
中
の
す
べ
て
の
生
命
を
見
捨
て
な
い
、
と
誓
わ
れ
ま

し
た
。 

私
は
ひ
か
り
に
で
あ
い
、
生
き
て
い
て
も
い
い
ん
だ
、
と
強
く
思
え
ま
し
た
。

心
の
拠
り
ど
こ
ろ
が
で
き
た
。
そ
し
て
自
分
の
事
し
か
考
え
て
い
な
い
こ
と
も

知
り
ま
し
た
。 

 

い
ま
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
に
よ
り
、
様
々
な
方
が
い
わ
れ
の
な
い
偏
見

や
中
傷
を
受
け
居
場
所
を
失
っ
て
い
ま
す
。
十
五
年
前
の
よ
う
に
見
捨
て
る
こ

と
な
く
苦
し
み
に
寄
り
添
い
、
み
ん
な
が
ほ
っ
と
で
き
る
社
会
を
め
ざ
し
呼
び

か
け
て
い
き
ま
す
。 

 

本
願
寺
派
布
教
使 

巻
組 

善
了
寺
住
職 

新
田 

陽
淳

 

 
 

皆
さ
ん
は
、
い
ま
ど
こ
で
「
遠
慶
」
を
読
ん
で
い
ま
す
か
？ 

二
〇
二
一
年
版
「
子
供
・
若
者
白
書
」
に
よ
る
と
、
家
庭
や
学
校
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
空
間
な
ど
「
ほ
っ
と
で
き
る
居
場
所
」
が
多
い
人
ほ
ど
、
自
分
が
好

き
だ
と
感
じ
や
す
い
そ
う
で
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
に
伴
う
孤
独
・
孤

立
が
深
刻
な
中
、
居
場
所
の
重
要
さ
が
示
さ
れ
ま
し
た
。 

若
者
だ
け
で
な
く
、
私
も
家
庭
が
あ
る
こ
と
で
生
活
が
安
定
し
て
い
る
の
を

感
じ
ま
す
し
、
再
開
し
た
自
坊
の
行
事
に
は
、
感
染
防
止
に
配
慮
し
な
が
ら
も
、

ふ
れ
あ
い
を
求
め
て
お
ら
れ
た
の
か
以
前
よ
り
多
く
の
方
が
参
拝
さ
れ
ま
し

た
。 十

五
年
前
の
出
来
事
を
思
い
出
し
ま
す
。 

「
も
う
来
な
い
で
ほ
し
い
。
」
月
忌
参
り
に
伺
っ
た
門
徒
さ
ん
に
、
突
然
言

わ
れ
ま
し
た
。 

理
由
を
尋
ね
ま
す
と
、
「
他
宗
教
の
信
者
さ
ん
が
来
て
い
る
か
ら
、
読
経
さ

れ
る
と
気
ま
ず
い
」
。
当
時
、
勧
誘
者
数
名
が
訪
問
に
通
っ
て
い
た
ら
し
く
、

入
信
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
引
き
留
め
て
も
、
聞
き
入
れ
て
も
ら
え
ま
せ
ん
。 

「
私
は
ど
こ
に
行
っ
て
も
居
場
所
が
な
い
の
で
す
。
そ
れ
が
つ
ら
い
。
で
も

あ
の
方
達
は
違
う
、
変
わ
ら
な
い
態
度
で
温
か
く
接
し
て
く
れ
る
ん
で
す
。」 

心
の
叫
び
を
聞
い
て
、
私
は
何
も
言
え
ま
せ
ん
で
し
た
。 

帰
り
道
…
自
分
は
読
経
だ
け
を
し
て
い
れ
ば
良
い
と
思
っ
て
い
な
か
っ
た

か
。
孤
独
や
悲
し
み
を
少
し
で
も
想
像
し
た
か
…
仏
法
に
お
取
次
ぎ
で
き
な
か 

 



 

報恩講法要時の内陣 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

六
月
二
十
五
日
（
金
）
か
ら
六
月
二
十
七
日
（
日
）
ま
で
の
三
日
間
に
わ
た
っ

て
、
新
潟
別
院
の
御
取
越
報
恩
講
を
修
行
い
た
し
ま
し
た
。 

新
潟
県
で
昨
年
発
令
さ
れ
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
県
独
自
の
警

報
や
五
月
中
旬
よ
り
長
岡
市
で
要
請
さ
れ
た
飲
食
店
の
時
短
営
業
、
ま
た
、
県
内

の
感
染
者
数
増
加
な
ど
を
鑑
み
て
、
新
潟
別
院
の
御
取
越
報
恩
講
は
昨
年
と
同
様

に
職
員
の
み
の
修
行
と
至
り
ま
し
た
。 

今
年
度
の
報
恩
講
は
、
二
十
五
日
の
日
中
法
要
か
ら
始
ま
り
、
二
十
七
日
の
日

中
法
要
ま
で
の
全
部
で
五
座
を
修
行
し
ま
し
た
。
ま
た
、
例
年
通
り
に
お
逮
夜
の

法
要
後
に
「
御
伝
鈔
」
の
拝
読
を
行
な
い
ま
し
た
。
職
員
の
み
の
出
勤
で
し
た
が
、

な
る
べ
く
平
常
の
御
取
越
報
恩
講
に
近
い
形
を
目
指
し
、
法
要
を
修
行
い
た
し
ま

し
た
。 

し
か
し
、
積
極
的
な
参
拝
奨
励
が
出
来
ず
、
出
勤
者
も
い
な
い
法
要
を
二
年
連

続
で
行
な
う
こ
と
は
大
変
残
念
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
来
年
度
は
平
常
の
御
取
越 

 

報
恩
講
を
勤
め
る
こ
と
が
出
来
る
社
会
状

況
に
な
る
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
す
。 

今
年
度
の
新
潟
別
院
謝
恩
講
は
十
月
二

十
三
日
（
土
）
二
十
四
日
（
日
）
の
二
日

間
で
す
。
現
在
の
と
こ
ろ
例
年
通
り
の
修

行
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。 

来
年
度
の
新
潟
別
院
御
取
越
報
恩
講
は

奈
良
教
区
の
花
岡
静
人
さ
ん
を
ご
講
師
に

お
招
き
し
、
修
行
す
る
予
定
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。 

皆
さ
ん
謝
恩
講
、
来
年
度
の
報
恩
講
共

に
奮
っ
て
の
ご
参
拝
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 

 

写
真
提
供
の
お
願
い 

教
区
報
「
遠
慶
」
で
載
せ
る
過
去
に
別
院

で
修
行
さ
れ
た
親
鸞
聖
人
御
誕
生
八
〇
〇

年
・
立
教
開
宗
七
五
〇
年
の
法
要
の
写
真
を

募
集
し
て
お
り
ま
す
。
写
真
を
提
供
い
た
だ

け
る
方
は 

ｎ
ｋ
ｙ
ｏ
ｕ
ｋ
ｕ
＠
ａ
ｒ
ｏ
ｍ
ａ
．
ｏ
ｃ

ｎ
．
ｎ
ｅ
．
ｊ
ｐ 

の
ア
ド
レ
ス
に
写
真
を
添

付
し
て
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。 

新
潟
教
区
の
親
鸞
聖
人
御
誕
生
八
五
〇

年
・
立
教
開
宗
八
〇
〇
年
慶
讃
法
要
は
新
潟

別
院
再
建
二
〇
年
も
併
せ
た
法
要
と
致
し

ま
す
。
旧
与
板
・
三
条
別
院
や
再
建
後
の
新

潟
別
院
の
写
真
を
載
せ
、
皆
さ
ま
と
共
に
法

要
の
機
運
を
高
め
て
い
け
た
ら
幸
い
で
す
。 

  
 

 

旧与板別院の清掃奉仕の様子（平成 4年元上組） 新潟別院落慶法要の様子（2003年） 

落慶法要時の新潟別院（2003年） 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『
れ
ん
け
ん
に
行
っ
て
み
よ
う
！
』 

対
象
・・・「
連
研
」
未
受
講
の
門
信
徒 

連
研
ち
ゃ
ん
ね
る
・・・
全
国
の
連
研
ス
タ
ッ
フ
が
「
連
研
」
の
魅
力 

を
語
っ
て
い
ま
す
。 

勤
式
・作
法
編
・・・・
本
願
寺
派
の
基
本
的
な
仏
前
作
法
な
ど
を 

説
明
し
て
い
ま
す
。 

  

教
義
編
・・・・・・・・・
浄
土
真
宗
の
み
教
え
が
、わ
か
り
や
す
く
説 

か
れ
て
い
ま
す
。 

『
「
連
研
」
の
す
す
め
』 

  

対
象
・・・「
連
研
」
ス
タ
ッ
フ
・僧
侶 

  

内
容
・・・「
連
研
」
を
開
始
す
る
に
あ
た
っ
て
の
注
意
点
や
準 

備
物
、募
集
方
法
に
始
ま
り
、話
し
合
い
法
座
の
す 

す
め
か
た
や
中
央
教
修
へ
の
お
誘
い
な
ど
、詳
細
に 

記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。全
国
の
連
研
ス
タ
ッ
フ
の
声 

も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、大
い
に
参
考
に
し
て 

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

映
像
資
料 

Ｄ
Ｖ
Ｄ
二
枚
組 

（
本
願
寺
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
開
中
） 

H
o
n

n
n

g
a

n
n

ji 
 

『
話
し
合
い
法
座
を
す
す
め
る
た
め
に
』 

対
象
・・・連
研
ス
タ
ッ
フ
・僧
侶 

内
容
・・・問
題
提
起
や
話
し
合
い
法
座
、ま
と
め
に
お
け
る
注
意
点 

や
ポ
イ
ン
ト
な
ど
、「
連
研
」
を
す
す
め
て
い
く
た
め
の
ノ 

ウ
ハ
ウ
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。 

『
れ
ん
け
ん
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？
』 

  

対
象
・・・「
連
研
」
未
受
講
の
門
信
徒 

  

内
容
・・・口
頭
だ
け
で
は
伝
わ
り
に
く
い
「
連
研
」
の
内
容
な
ど 

が
簡
潔
に
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。「
連
研
」
へ
の
ご
参 

加
を
お
勧
め
す
る
時
等
に
ご
活
用
い
た
だ
け
ま
す
。 

本
願
寺
（
門
信
徒
教
化
部
）
よ
り
、
連
続
研
修
会
「
連
研
」
を
充
実
さ
せ
る
た
め
の
教
材
や
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
が
続
々
と
リ
リ
ー
ス
さ
れ
て
い
ま
す
。
各
組
で
の
「
連
研
」
開
催
に
ご
活
用
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
、ご
紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

紙
媒
体
で
の
冊
子
・
リ
ー
フ
レ
ッ
ト 

送
付
を
ご
希
望
の
方
は
新
潟
教
区
教
務
所
（
℡ 

〇
二
五
八
ー
七
二
ー
二
一
二
〇
）
ま
で
ご
連 

絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、
左
記
の
冊
子
中
、『
「
連
研
」
の
す
す
め
』
は
有
償
で
の
配
布
と
な
り
ま
す
。 

『
は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
？
れ
ん
け
ん
』 

対
象
・・・「
連
研
」
未
開
催
組
・長
期
休
止
組
に
お
け
る
組
長 

お
よ
び
、連
研
事
務
局
（
ス
タ
ッ
フ
） 

内
容
・・・「
連
研
」
開
催
に
お
け
る
効
果
や
変
化
を
、お
寺
・僧 

侶
・門
信
徒
の
各
視
点
か
ら
再
確
認
し
て
い
ま
す
。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

長
岡
組 

圓
宗
寺

え
ん
し
ゅ
う
じ

 
 

住
所 

新
潟
県
長
岡
市
日
赤
町
二—

一—

一 

電
話 

〇
二
五
八—

三
三—

三
二
九
二 

 

   

当
寺
は
、
僧
空
善
が
古
志
郡
鉢
伏
村
（
現
在
の
長
岡
市
鉢
伏
町
）
に
開
基

し
、
天
文
二
（
一
五
四
九
）
年
に
蔵
王
村
（
同
蔵
王
）
へ
、
元
和
二
（
一
六

一
六
）
年
に
は
上
寺
町
（
同
渡
里
町
）
へ
と
移
転
を
く
り
か
え
し
、
現
在
の

日
赤
町
（
当
時
は
大
工
町
）
に
至
り
ま
す
。 

も
と
は
真
言
宗
で
あ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
天
正
年
間
（
一
五
七
三
～
九
二
）

に
浄
土
真
宗
へ
転
派
し
た
と
の
こ
と
で
す
。 

慶
応
四
（
一
八
六
八
）
年
七
月
の
戊
辰
の
役
の
兵
火
で
焼
失
。
ま
た
昭
和
二

〇
（
一
九
四
五
）
年
八
月
一
日
の
長
岡
空
襲
で
再
び
焼
失
し
ま
す
が
、
翌
年 

十
一
月
に
仮
堂
を
建
立
し
、
昭
和
三
十
九
（
一
九
六
四
）
年
七
月
に
現
堂
宇 

 

を
再
建
し
ま
し
た
。 

度
重
な
る
移
転
や
災
禍
を
乗
り

越
え
ら
れ
た
の
も
、
ひ
と
え
に
ご
門

徒
の
皆
様
や
ご
縁
の
あ
っ
た

多
く

の
方
々
の
お
か
げ
で
あ
り
ま
す
。 

現
在
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
よ
る
災
禍
の
只
中
で
す
。
諸
行

事
・
仏
事
が
困
難
な
状
況
で
聴
聞
の

機
会
が
失
わ
れ
て
い
る

中
で
は
あ

り
ま
す
が
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
お
念

仏
の
ご
縁
を
大
切
に
結
ば
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

新
潟
教
区
布
教
団
に
よ
る 

ラ
ジ
オ
法
話 

 

Ｆ
Ｍ
な
が
お
か 

八
〇
．
七 

毎
週
月
曜
～
金
曜 

十
六
時
十
五
分
よ
り
放
送
中
で
す
。
（放
送
地
域
は
長
岡
市
全
域
、
小
千
谷
市
、
小
国
、
川
口
、
山
古
志
、
出
雲
崎
、
見
附
） 

教
務
所
・別
院
か
ら
の
お
知
ら
せ
（会
場
記
載
が
な
い
も
の
は
新
潟
別
院
で

行
い
ま
す
） 

令
和
三
年
七
月 

日
～
令
和
三
年
十
一
月
十
五
日
ま
で 

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
で
中
止
や
延
期
と
な
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま

す
。
ご
確
認
の
う
え
、
お
申
込
み
・
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

▽
新
潟
別
院 

謝
恩
講 

日 

時 
 

十
月
二
十
三
日(

土)

～
二
十
四
日
（
日
） 

講 

師 
 

 

 

▽
新
潟
別
院 

常
例
法
座 

 
 

日 

時 
 

十
月
九
日(

土)

・
十
一
月
九
日(

火) 

十
時
三
十
分
～ 

 
 

講 

師 
 

未 

定 

 

▽
新
潟
別
院
公
開
講
座
〈
み
ん
な
で
学
ぶ
歎
異
抄
〉 

 
 

日 

時 
 

七
月
二
十
一
日(

水)

・
九
月
七
日(

火) 

十
四
時
～
十
六
時 

 
 

講 

師 
 

本
願
寺
派
輔
教 

与
板
組 

光
源
寺
住
職 

清
水 

正
朋
さ
ん 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

本
願
寺
派
輔
教 

長
岡
組 

西
福
寺
住
職 

髙
橋 

純
明
さ
ん 

 

▽
同
朋
運
動
連
続
学
習
会 

 
 

第
二
回 

八
月
三
十
一
日(

火) 

十
四
時
～ 

 

講 

師 

与
板
組 

隆
泉
寺
住
職 

上
戸 

聰
さ
ん 

第
三
回 

十
月
二
十
一
日(

木) 

十
四
時
～ 

 
 

 
 

 
 

 
 

講 

師 

巻
組 

妙
光
寺
住
職 

 

井
上 

慶
永
さ
ん 

得
度 

▼
三
月
十
五
日 

地
蔵
堂
組 

永
了
寺 

 

赤
坂 

勲
太
さ
ん(

釋
大
乗) 

 

お
悔
や
み 
令
和
三
年
二
月
二
日
～
令
和
三
年
七
月
一
日 

生
前
の
ご
功
労
を
偲
び
、
謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
あ
げ
ま
す
。 

▼
二
月
十
九
日 
地
蔵
堂
組 

勝
圓
寺
前
住
職 

上
山 

孝
輝
さ
ん(

八
十
四
） 

 


